
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 １学年 後期シラバス 
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筑波研究学園専門学校 

 

 
 



学科別教科目（１学年 後期） 

 

◆建築士専攻科 

   

 

 教  科  名 授業科目名 

１ 総合研究 建築研究Ⅰ 

２ 総合研究 建築研究Ⅱ 

３ 総合研究 建築研究Ⅲ 

４   

５   

６   

７   

８   

９   

１０   

１１   

１２   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【授業科目名】 建築研究Ⅰ 

 

【教科目名】 建築環境工学 【単位数】 ３単位 

【 学科名】 建築士専攻科 

【コース】  
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】  ９０Ｈ（６Ｈ／週） 

【授業担当者】 

 野口 成美  [実務経験：建築設計事務所にて建築物の設計・監理] 

 中野 大希  [実務経験：建設会社にて建築物の設計・施工監理] 

 赤城 真美江 [実務経験：建築設計事務所にて建築物の設計・監理] 

【学 習 目 標】 

学生自身の進路に合わせて研究テーマを決め、自ら主体的に学ぶことでより早

い段階で即戦力となれることを目標に実践的な学修をする。 

 

【授 業 計 画】 

 

回数 授業内容 

1 オリエンテーション 

２ 研究項目の調査・研究テーマの決定 

３ 研究計画の作成 

４ 実践研究演習① 

５ 実践研究演習② 

６ 実践研究演習③ 

７ 実践研究演習④ 

８ 実践研究演習⑤ 

９ 中間報告 

１０ 実践研究演習⑥ 

１１ 実践研究演習⑦ 

１２ 実践研究演習⑧ 

１３ 実践研究演習⑨ 

１４ 実践研究演習⑩ 

１５ 実践研究のまとめ 

※期末試験は無し 

 

【資格との関連】 

・ 一級・二級建築士学科試験  

・ １級・２級建築・土木・管工事・造園施工管理技士試験 

・測量士補 

・インテリアコーディネーター 

・宅地建物取引士 

【成績評価方法】 
形になるものはその成果物、実習系は実習日誌の他、研究姿勢、出席点などを

総合判断して評価する。 

【教 科 書】 指定教科書無し（研究テーマに応じて各自が選択して使用する） 

【留 意 事 項】 

成果物や日誌は必ず提出すること。未提出の場合は判定ができず単位認定が出

来ません。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



【授業科目名】 建築研究Ⅱ 

 

【教科目名】 建築環境工学 【単位数】 ３単位 

【 学科名】 建築士専攻科 

【コース】  
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】  ９０Ｈ（６Ｈ／週） 

【授業担当者】 
 野口 成美 [実務経験：建築設計事務所にて建築物の設計・監理] 

 原 智樹  [実務経験：住宅会社にて住宅の設計] 

【学 習 目 標】 

学生自身の進路に合わせて研究テーマを決め、自ら主体的に学ぶことでより早

い段階で即戦力となれることを目標に実践的な学修をする。 

 

【授 業 計 画】 

 

 

回数 授業内容 

1 オリエンテーション 

２ 研究項目の調査・研究テーマの決定 

３ 研究計画の作成 

４ 実践研究演習① 

５ 実践研究演習② 

６ 実践研究演習③ 

７ 実践研究演習④ 

８ 実践研究演習⑤ 

９ 中間報告 

１０ 実践研究演習⑥ 

１１ 実践研究演習⑦ 

１２ 実践研究演習⑧ 

１３ 実践研究演習⑨ 

１４ 実践研究演習⑩ 

１５ 実践研究のまとめ 

※期末試験は無し 

 

【資格との関連】 

・ 一級・二級建築士学科試験  

・ １級・２級建築・土木・管工事・造園施工管理技士試験 

・測量士補 

・インテリアコーディネーター 

・宅地建物取引士 

【成績評価方法】 
形になるものはその成果物、実習系は実習日誌の他、研究姿勢、出席点などを

総合判断して評価する。 

【教 科 書】 指定教科書無し（研究テーマに応じて各自が選択して使用する） 

【留 意 事 項】 

成果物や日誌は必ず提出すること。未提出の場合は判定ができず単位認定が出

来ません。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



【授業科目名】 建築研究Ⅲ 

 

【教科目名】 建築環境工学 【単位数】 １単位 

【 学科名】 建築士専攻科 

【コース】  
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】  ３０Ｈ（２Ｈ／週） 

【授業担当者】  原 智樹  [実務経験：住宅会社にて住宅の設計] 

【学 習 目 標】 

建築研究Ⅰ・建築研究Ⅱで学修したことを専門的な考察で検証・分析し、実践

的な知識として習得する。 

 

【授 業 計 画】 

 

 

回数 授業内容 

1 オリエンテーション 

２ 学問的な学修と実践的な学修の違い 

３ 実践的な学修の検証と分析手法 

４ 実践教育演習①の考察 

５ 実践教育演習②の考察 

６ 実践研究演習③の考察 

７ 実践研究演習④の考察 

８ 実践研究演習⑤の考察 

９ 中間報告 

１０ 実践研究演習⑥の考察 

１１ 実践研究演習⑦の考察 

１２ 実践研究演習⑧の考察 

１３ 実践研究演習⑨の考察 

１４ 実践研究演習⑩の考察 

１５ まとめ 

※期末試験は無し 

 

【資格との関連】 

・ 一級・二級建築士学科試験  

・ １級・２級建築・土木・管工事・造園施工管理技士試験 

・測量士補 

・インテリアコーディネーター 

・宅地建物取引士 

【成績評価方法】 
各回ごとに研究成果をまとめた考察報告書、研究姿勢、出席点などを総合判断

して評価する。 

【教 科 書】 指定教科書無し（研究テーマに応じて各自が選択して使用する） 

【留 意 事 項】 
考察報告書は必ず提出すること。未提出の場合は判定ができず単位認定が出来

ません。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


